





























	 また、今日においても「中国民間文化遺産搶救工程」（第一期：2003 年至 2007 年、










2006 年 6 月	 「第一批国家級非物質文化遺産リスト」(518 項目）を公布。	 
2008 年 6 月	 「第二批国家級非物質文化遺産リスト」（510 項目）および「第一批国
家級非物質文化遺産拡展項目リスト」（147 項目）を公布。	 
2011 年 5 月	 「第三批国家級非物質文化遺産リスト」(191 項目)を公布。	 
図 1	 ジャンル別にみた第一批国家級非物質文化遺産リスト（518 項目） 
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 さてこれらの中で、『中国戯曲志』は中国各地の 394 種類の演劇ジャンル、演出場





















































・『清蒙古車王府藏曲本』315 函 1661 册（北京古籍出版社、1991）、後に『清車王府藏
曲本』57 冊（学苑出版社、2001）として縮印発行。 
・『俗文学叢刊』全 5 輯 500 冊（臺湾新文豐出版公司、2001-） 
	 これらの書籍は中華民国以前の古い版本をそのまま影印あるいは校訂し活字にし
































































































	 また、中国の文化部は「中国文化市場網」という HP を立ち上げており、数年前か
らその中で「全国営業性演出単位和個人信息公示」というかたちで、各省ごとに文化
局に登録されている劇団や個人の芸能上演者、マネージャーなどの名前や登録番号な
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って同じ道を歩むことになろう。芸能は本来「一回性」のものであり、筆者の少ない
経験でも全く同じステージを、二回観たり聴いたりしたということはない。だからこ
そ、その「一回性」の複製資料を公開し、広く情報を共有することには、保存や活用
（学問の発展や新しい作品の創出など）という観点からも意味があると考えられる。 
	 そしてもう一つ言えることは、これからの中国伝統芸能の新資料は、図書館ではな
く現地でしか見つけられないということである。もちろん、これは物理的な資料の発
見・発掘ということであり、そびえ立つ膨大な資料と格闘し、それらをどう読み解く
かということはまた違う次元の問題である。情報が不足し、制約が多かった改革開放
以前とは別の意味で伝統芸能の調査がやりにくい時代になったが、ささやかな経験に
基づく駄文が、これから中国で現地調査を行う読者諸賢の一助となれば幸いである。 
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